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令和４年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（小学校算数）

数の大小比較では，各位をそろえる
必要があることを多くの児童は意識で
きていますが，実際にそろえて考察で
きているとは限りません。本設問の場
面では，大小比較をするときに，どの
位の数同士を比較して判断したのかを
可視化するなどして，丁寧に確認する
場面を設定しましょう。

合同な三角形となるための要素について理解すること
に課題がある。

正答率 １７.１％
無解答率 ０.８％

正答率 ３７.８％
無解答率 ０.２％

主な誤答:「エ→オ→ア→ウ→イ」

０や１，３や７のような各位の数の大小比較はできているが，
整数の場合と同様に，桁が多い数の方が大きいと判断している。

主な誤答:｢ア，エ｣｢イ，エ｣｢エ｣

本設問は，合同な図形をかいたり，つ
くったりする活動を通して，図形の形と
大きさが一つに決まる要素について理解
できているかを問う問題です。小学校で
は，三角形の合同条件を単に暗記させる
のではなく，具体的な体験を通して，実感
を伴った理解をさせるようにしましょう。

正答 「エ→オ→ア→イ→ウ」

小数の大小比較について理解することに課題がある。

辺ＢＣが６ｃｍ，角Ｂが５０°，角Ｃが７０°
の三角形をかいてみましょう。

みんながかいた三角形は，どれも
形と大きさが同じになりました。

1.254
1.29

1.254の方が
大きい気がする
のは，なぜかな。

課題がみられた大小比較

主な誤答
・めもりに着目しているが，めもりがどのように違うのかに
ついて記述できていない。
（例） めもりがちがう。

・グラフ以外の状況に理由があると記述している。
（例） ゆうこさんのグラフは晴れの日，ひろしさんは雨の日。

正答率 ２２.１％
無解答率 ８.６％

ひろしさんの折れ線グラフとくらべて，ゆうこさん
の折れ線グラフのほうが，気温を表す１めもりの
はばが大きくなっています。

指導のポイント

チャレンジ確認シートに挑戦
R2 ４，Ｈ28 B４ ，Ｈ20Ｂ5

二つの折れ線グラフの変化の様子の違いを捉え，
その理由を説明することに課題がある。
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令和２年度 調査問題活用の参考資料より

本設問の場面では，まずグラフに表された気温
がどちらも同じものであるという状況を把握する
ことが大切です。その上で，なぜ２つのグラフの
線のかたむきが異なるのかに着目することで，
めもりの幅の違いによる効果について考察できます。

グラフによる資料の特徴や傾向の捉えやすさから，日常
生活の中で，実態とは異なる印象を与えるようにグラフ
が用いられる場面があります。
そこで，資料について疑問
を見いだした際には，目的
に応じて，別の資料を収集
したり，グラフを作り替え
たりすることが大切です。
算数科の学習以外でも，
目的に応じてグラフを作成
する活動が考えられます。
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主な誤答
・95と185に着目しているが，理由を記述できていない。
（例） 最初が95で，次が185になっているから。

・本数と代金の関係について記述できていない。
（例） 95×2が185でないから。

正答率 ２９.８％
無解答率 １４.２％

伴って変わる二つの数量の関係が比例であるかどうかを
判断し，その理由について説明することに課題がある。

伴って変わる二つの数量の関係の中から，見
いだした比例の関係を的確に捉えるためには，
「ジュースの本数が２倍，３倍，４倍…にな
れば，代金も２倍，３倍，４倍…になってい
る」などのように言葉を用いて表すことが大
切です。そのように表現することで，比例し
ているかどうかを確かめるためには，「一方
が２倍，３倍，４倍…となるときに，他方が
２倍，３倍，４倍…となっているか」を確か
めればよいことに気づくことができるように
なります。また，表を用いて１からの２倍，
３倍，４倍…を調べるだけでなく，２からも
同様な関係になっているかを調べることも大
切です。

本設問では，(１)において比例の関係，
(２)において比例しない関係を表に示して
います。

チャレンジ確認シートに挑戦
H25 B2 (3)

正答例
ジュースの本数が２倍，３倍，・・・になっても，
それにともなって，代金は２倍，３倍，・・・に
なっていないから。

指導のポイント
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主な誤答
・写真をろうかにはるということを記述できていない。

正答率 ３８.６％
無解答率 ２.９％

目的に応じて分類整理したデータから，結果について
考察することに課題がある。

算数科の目標に，「数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表し
たりする力を養う」ことが示されています。このこ
とは，数学的活動の指導においても留意する必要が
あります。例えば，他者に｢事実｣や｢方法｣，｢理由｣
などを説明する場面では｢何を説明しようとしている
のか｣を明確にし，｢具体物・図・数・式・表・グラ
フのどれを用いるとよいか｣ということを考えること
で，説明を洗練させていくことになります。その際，
｢ろうかに写真をはろうと思う｣という判断した事柄
がなければ，相手に自分の考えは伝わりません。説
明に必要な観点を児童に伝え，明確に表現できるよ
うにしましょう。また，協働的に活動した後には，
振り返りの場面を設定しましょう。

本設問は，理由を説明する問題で，｢○○
であるから，△△である。｣のような形で，
｢根拠(○○)｣と｢判断した事柄(△△)｣を
明確にする必要があります。

指導のポイント

１５人で，すべての場所の中でいちばん多くなっ
ています 。だから ろうかに 写真をはろう と思い
ます。

５・６年生に多く
見てもらうという
目的に合った理由
を見つけよう。

根拠

判断した事柄

判断した事柄

根拠

友達に自分の考えを伝えることはできましたか。
説明の場面を振り返り，分かったことや感じたこ
とをまとめておきましょう。


